
【修正日】
【大分類】 【小分類】 【作成日】

【キーワード】 ＪＩＳスラブげた，最小かぶり，支点横桁

【参考文献】

設計一般 桁橋 平成20年 4月 1日
平成30年 1月31日

【Ｑ－３】

　道路橋示方書Ⅲ5.2.3によれば、工場製作のプレキャスト部材の最小かぶりは25mmとしている
が、JISのスラブげたにおける支点横桁部分で、鉄筋のかぶりが確保できていない部分がある。こ
の対策はどうすればよいか。

【Ａ－３】

　プレテンションスラブげた橋の充実断面（ＰＣ鋼材12.7mm）、中空断面（ＰＣ鋼材15.2mm）とも、外
桁外側を中桁と同じように下フランジを切り欠き、下図のように桁下端から70mmの高さに水切りを
設けた場合、A部においてＰＣ鋼材のかぶりは確保できているが、鉄筋のかぶりは確保されていな
い。

　よって、外桁外側の桁端部の下フランジ切欠き区間は、地覆コンクリートを桁下面まで打ち下ろす
か、中間横桁と同様な形状として鉄筋のかぶりを確保する。
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